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主   題 『広げよう ワイズの仲間』 

“Extension Membership ＆ Conservation” 

   スローガン『楽しくなければワイズじゃない 積極参加で実りある奉仕』 

“Joyful life through Y’sdom Service with Positive action” 

東日本区理事 栗本 治郎（熱海クラブ） 

 

東日本区は１９９７年の発足時に会員数１２４６名でスタートしましたが、毎年のよ

うに会員の減少と共に高齢化が進みました。クラブの平均会員数も１９９７年時には、

約２１名でしたが現在は約１５名です。このことは日本における少子化と同じくワイズ

にとっての一番の問題点です。そこで、今期の理事方針を「広げよう ワイズの仲間」

とし、英語表示をズバリ「E・M・C」と致しました。会員の一人一人が会員増強の意識

を強く持ち、新会員候補の発掘・推薦を心掛け、１５名以下のクラブは会員数２０名を

目指し、また、部にエクステンション委員会を設置し、積極的に新クラブ設立に取り組

む体制を作りたい。 

 

基本方針 

部の強化・活性化 

部の活動を強化し、部長・主査が主体的に活動し部の活性化を図る。 

   部長のリーダーシップの下、主査は委員会を設け、一人委員会でない実効性のある、充実した部の活動を目指すと共

にクラブ間交流を深める。部会・研修会の充実を図る。 

YMCA との協働 

    ワイズメンの YMCA 会員率１００％を目指す。（クラブ単位での納入を検討） 

    YMCA との協力関係の中でエクステンションを検討する。 

各事業の目標 

１．会員増強事業 

〇  部にエクステンション委員会を設置する。（複数年で取り組む体制） 

〇  例会出席率の向上を目指す。（プログラムの充実） 

○ クラブの会員数２０名を目指すと共に、理想的な会員数とされる３０～４０名を目標とする 
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２．地域奉仕事業 

〇 地域における知名度を高めるＣＳ事業を推進し、「入会したいクラブ」を目指す。 

〇 所属 YMCA との相互理解と協働プログラムを推進する。 

３．国際・交流事業 

〇 IBC・DBC の交流を推進する。 

〇 各献金の目標を達成する。 

４．ユース事業 

〇 次世代のワイズと YMCA を担う若者を育成する。 

５．メネット事業 

   〇 メネット活動の活性化を推進する。 

2017-2018 年度東日本区の達成目標 

担当 事業 2017-2018 年度達成目標 

 

地域奉仕 

C S  １，２５０円／人以上 

A S F ５００円／人以上 

F F ５００円／人以上 

 

 

 

国際・交流 

B F ２，０００円／人以上 

T O F １，３００円／人以上 

E F 記念献金 

R B M ８００円／人以上 

Y E S ５００円／人以上 

I B C ３クラブ締結 トライアングル２組 

D B C ２クラブ締結 

会員増強 
新クラブ設立（E） ２クラブ 

会員増強（M） １２０名 

J E F(東日本区ワイズ基金) ５００，０００円 

 

L T(リーダーシップトレーニング) 

次期部長・事業主任研修会 

次期クラブ会長・部役員研修会 

各部における部内研修会 適宜 

区  報 ２回発行 
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Let us all Walk in the Light -Together 

 

It is with great pleasure I send my greetings to the installation of Y’s 

Men Mr.Jiro Kurimoto. 

when he takes over the position as RD 2017/2018 in Japan East 

Region.  

I congratulate him and send him my best wishes. 

It is crucial that we are visible in our local community, and that we 

take  

care of and include the new members who come to join the Y’s Men movement. 

 I am certain that Mr.Jiro Kurimoto will have focus on this important subject during his term 

as Regional Director. I am also happy to learn that you are planning to establish an extension 

committee in your region. 

I wish you all the best for the future, and I hope you will be able to inspire, set up new goals, 

and establish and renew friendship within Y’s Men on every level within your district as well as 

in the local community. 

 

With best wishes and I pray that God may bless the work you shall perform. 

 

Let us all Walk in the Light -Together, which shall be my motto for my soon starting IP term. 

 

Henry J Grindheim 

IP 2017-2018 

 

 

国際会長挨拶    ともに、光の中を歩もう 
栗本治郎さんの東日本区理事の就任に際し、ご挨拶できることを大変うれしく思います。就任をお祝いし、

ご多幸をお祈りします。 

私たちにとって、地域のコミュニティで存在を示し、ワイズ運動に加わる新たなメンバーを大切にして仲

間に加えていくことは、非常に重要なことです。私は、栗本さんが、在任中にこの重要な点に着目すること

と確信しています。また、東日本区において、エクステンション委員会を設置することを予定していると知

り嬉しく思っています。 

 

私は、皆様の将来のご多幸をお祈りするとともに、理事が、皆を奮起させ、新たな目標を掲げ、地域のコ

ミュニティ内ばかりでなく、東日本区内のクラブや部を超えすべてのレベルで、ワイズメンバー同士がお互

いに旧交を温めたり、新しい友好関係を築いたりすることができるように期待しております。 

皆様の活動に神のご加護がありますよう、お祈りいたします。 

「ともに、光の中を歩もう」これが、国際会長としての私の主題です。 

 

2017-2018年度国際会長 

ヘンリー・Ｊ・グリンハイム 
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Message from Asia Pacific Area President 

                                 

Dear RD Jiro Kurimoto-san: 

Congratulations, Mr. Jiro Kurimoto-san, for your takeover of the 

Japan East Regional Director position. I believe under your positive 

and reliable leadership, Y’s Men International Japan East Region will 

continue to develop and become stronger with fruitful achievement. 

I will serve as AP for the year 2016-18. I chose my Theme as “Respect 

the Y’s movement.” In the beginning when Judge Paul William 

Alexander founded the Y’s Club, he defined the Y’s Man as a service 

club and it was one of the characteristics that we adhere to within 

YMCA. 

My slogan is “Solidify the Y’s Family for the Better World.” When you join the Y’s Men’s club, you 

learn about family, friendship and responsibility. True learning occurs when you assimilate and apply 

the extra responsibility you have, resulting in a qualitative change in your behavior; and a feeling of 

hope and enthusiasm is found for a new vision of your life. 

During my second-year term, I emphasize the most priority on the membership conservation and 

extension. Second, I encourage your Region and all clubs to do more community services. I will ask 

your Region to support international projects like RBM, TOF, ASF, etc. 

Once again, I wish the Japan East Region, under your leadership, will have a great success. 

Y’sly and sincerely, 

AP Tung-Ming Hsiao 

アジア太平洋地域会長挨拶 

 

親愛なる栗本治郎 理事様 

東日本区理事へのご就任おめでとうございます。あなたの積極的でかつ信頼の置けるリーダーシップ

のもと、ワイズメンズクラブ国際協会東日本区は発展を続け、意義ある成果をもってより強化されると

信じます。 私は2016-18年度のアジア太平洋地域会長として奉仕をします。私の主題は「ワイズ運動

を尊重しよう」です。ポール・ウィリアム・アレキサンダー判事がワイズメンズクラブを創設した当初

に、ワイズメンは奉仕を目的としたクラブであると定義し、YMCAに奉仕することが特徴のひとつとなっ

ています。  

私のスローガンは、「よりよい世界のために、ワイズメン・ファミリーの絆を強めよう」です。ワイズ

メンズクラブのメンバーになると、家族、友情、責任について、学びます。吸収したことをより大きな

責任を果たすときに応用し、行動が質的変容を遂げ、人生に新しい展望が開けるような希望と熱意を持

ったときが本当の学びとなります。 

 私の 2期目となる今期は、会員増強とクラブ拡大を最重要課題といたします。2 つめは区と全てのク

ラブがより多くの地域奉仕事業をするように奨励してまいります。また東日本区には RBM(ロールバック

マラリア)、TOF(断食の時)、ASF(アレキサンダー・スカラシップ・ファンド)など国際事業へのご支援を

お願いいたします。 栗本理事のリーダーシップのもと、東日本区が大きな成功を収めることを再度お

祈りしております。 

 

ワイズリー 

アジア太平洋地域会長 

タン・ミン・シャオ 
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すこやか、しあわせ、 ワイズとともに！ 

西日本区次期理事  

大野勉（神戸ポート） 

 

 2010 年夏の横浜国際大

会において、「折りづるラ

ンナー」大野ベンを温かく

迎えてくださった東日本

区ワイズメンのみなさま、

また、道中応援してくださったみなさま、本当に

お世話になりました。 

 あの日以来、区を超えて、ワイズメンの素晴ら

しさを心身全面で体感しております。 

 今期は、西日本区理事として、私の取り柄であ

る「健康、元気さ」を多くの方々にお届けいたし

たく、より活発にワイズダムへの働きに邁進い

たします。 2017−2018 年度西日本区理事方針を

主題：「2022 年に向けて、心身の健康づくりから、

クラブの健康づくりへ」”Healthy mind & 

healthy body make healthy club”副題：「今あ

るクラブを充実させ、将来のクラブへ宝（財産）

を伝承していこう」と掲げました。 

 ワイズ100周年の2022年を見据え、「ワイズ」

という宝物を明日の社会に伝承していくワイズ

運動を高めていきたいのです。また、地域活動を

地域の人々と共に行い、ワイズの認知度を高め、

ワイズ理解を広めたいのです。さらに、若い力を

吹き込むことで、さらなる活性化を図りたいの

です。一人の力では遅々として進みません。東西

日本区のワイズの知力、体力を結集して、日本全

体のワイズ運動を高めていきたいのです。 

 思いは強くても、行動が鈍ければ前へ進めま

せん。強い思いを持ち続け、心に体にモーターを

しかけ、一歩でも前へ進んでいきたいものです。

そのためにも、普段からのトレーニング＝頭で

とにかく考えること、体を動かすこと（走ること）

を大切にします。また、自分の特長を生かせるよ

うに、すてきなワイズのみなさんと協力をして、

笑顔を大切にします。 

 2018年 6月9–10日の第21回西日本区大会は、

神戸にて、テーマ：「すこやか、しあわせ、ワイ

ズとともに」の元に開催されます。ぜひ、お出か

けください。みなさんとお会いできることを楽

しみにしつつ、１年間がんばってまいります。 

あらたな YMCA に向けて 

日本 YMCA 同盟総主事 

神﨑 清一 

 

本年 4 月より、京都の

YMCA より日本 YMCA 同盟

総主事として着任いた

しました。これまで同様

よろしくお願いいたし

ます。ワイズメンズクラブの皆さまには、日頃よ

り喜びと誇りを持ってYMCAに関わってくださり、

お支えいただいていますことに心より感謝いた

します。全国の YMCA では現在、「互いを認め合

い、高め合う『ポジティブネット』のある豊かな

社会を創る」ことを目指して、ブランディングに

取り組んでいます。また、私たち YMCA は社会へ

の約束として、「したい何かがみつかり、誰かと

つながる。私がよくなる、かけがえのない場所」

となることを宣言しています。その中にあって、

ワイズメンの皆さんは、YMCA で、ワイズメンズ

クラブの例会をはじめとした交わりや奉仕活動

で、まさにしたい何かを見つけ、大切な誰かと、

また何かとつながることに喜びを見つけられた

方々ではないかと思います。素晴らしいロール

モデルです。「心を開き、わかち合う、前向きで、

まわりを惹きつける魅力をもつ」YMCA、ワイズメ

ンズクラブであり、さらにはそのように生きる

者でありたいと、自分自身を戒め奮い立たせる

ものであります。ワイズメンズクラブ東日本区

は、利根川理事から栗本理事へとバトンが渡さ

れ、新たな歩みがスタートしました。これまで大

切にしてこられたことを継承しつつ、新たな一

歩を踏み出されたキャビネットの皆さん、各ク

ラブにつながるお一人おひとりの思いと熱意を

結集して、より活動が広がっていきますように

と願っております。宗教や文化、言語や習慣、性

別や年齢、職業や地位、学歴や貧富の差、障がい

の有無などによる差別のない平和な社会を目指

して歩みを強めようとしている全国の YMCA を、

どうぞ今後ともお支えくださいますようお願い

いたします。皆様のこの一年のクラブライフが、

ますます充実したものとなりますようにと祈念

いたします。 
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アジア太平洋地域のこれからと東日本区 

次期アジア太平洋地域会長 

 田中博之（東京多摩みなみ） 

 

2018年7月から2020年6

月まで、アジア太平洋地域

会長、同地域選出の国際議

員を務めさせていただきま

す。どうぞよろしくお願い

いたします。アジア太平洋地域は、2016年8月に、

これまでのアジア地域に南太平洋地域が合流して

誕生しました。東西日本区、台湾区、南東アジア

区、フィリピン区、スリランカ区そして元南太平

洋地域の南太平洋区の 7区から構成され、総メン

バー数は、約 4,000 名で、これは国際協会全９地

域、26,000 名の中では、インド地域、ヨーロッパ

地域、韓国地域に次ぐ規模です。その中で東西日

本区は、メンバー数で約 6割を占めており、地域

の中核、リーダーとしての役割が期待されていま

す。アジア太平洋地域は、全体的にメンバー数が

減少傾向にあり、スリランカ区のようにメンバー

数 100 名程の小規模な区や、モンゴルのようにク

ラブがひとつしかない国もあり、地域の仲間とし

ての支援が必要です。また、インドネシア、ベト

ナム、中国などワイズメンズクラブがまだ存在し

ていない国も多くあり、今後、国際的なエクステ

ンションの強化も望まれます。さらに、アジア太

平洋地域は、5月 26日にスリランカで大洪水が発

生し、50 万人が避難を強いられたように、地震、

津波、台風、洪水等の自然災害が多く、ワイズ全

体としての機動的な支援体制を築くことも必要で

す。東日本区が栗本理事のリーダーシップのもと、

一層元気になること、そのエネルギーが西日本区

にも伝播すること、そしてアジア太平洋地域全体、

さらには国際協会全体にも広がっていくことを心

から願っています。多くの方々にとってアジア太

平洋地域は、地域大会以外の面ではあまり身近な

存在では無いと思います。任期を通じてアジア太

平洋地域内の連帯、協力体制を強め、コミュニケ

ーションを深め、ワイズメンズクラブが国際的な

組織の一員であるということとその魅力、喜びに

ついて皆さまに実感していただけるよう努めたい

と思います。どうぞよろしくご支援、ご協力をお

願い申しあげます。 

「トロイカ体制の一翼を担って」 

直前理事  

利根川恵子 （川越） 

 

 第 19 回東日本区大会

で渡辺隆直前理事から理

事を引継ぎ、はや 1年が

立ちました。奇しくも、

東日本区設立 20 周年と

いう節目の年に、理事を拝命し、東山荘での第 2

回東西日本区交流会や記念誌の編纂など記念行事

を実施することができました。ご協力、ご支援い

ただいたみなさまに心から感謝を申し上げます。 

一方では、会員増強など目標を達成することが

できずに期を終える結果となり、大変残念です。

今期、栗本理事は、「拡げよう ワイズの仲間」

を主題として、会員が 15名以下のクラブは会員数

20名を目指すこと、部にエクステンション委員会

を設置し新クラブ設立に取り組む体制を作ること

を目標としてスタートなさいます。直前理事とし

て、自分が成しえなかったことも含めて、栗本理

事の目標が達成されるよう、微力ながら、トロイ

カ体制の一翼を担って参ります。どうぞよろしく

お願いいたします。光の中を歩めるように 

 

「次期理事として」 

次期理事  

宮内友弥(東京武蔵野多摩） 

 

「広げよう ワイズの仲

間」を主題に掲げて栗本理

事年度が、いよいよスター

トします。次期理事の立場

で、トロイカの一員として

栗本理事の基本方針「部の強化・活性化、YMCA と

の協働」の推進に微力ながらお役に立てるようサ

ポートすることと、併せて実践を学び次年度に備

えて研鑽に努めます。飲みすぎないよう健康に留

意し、楽しく前を向いて任務を全うしたいと思っ

ています。2004 年にワイズに入会、最初の 3年間

は何時やめようかと考えていた私を、何時の間に

かここまで虜にしたワイズの魅力・素晴らしさを

信じています。 

 

 


